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13　　　　　　　　　　　　　　　

受容体原性毒性物質
シグナルかく乱物質

ナノマテリアル・バイオナノマテリアル

【新対象物質】

混合物

取り組みつつある課題
12

14　　　　　　　　　　　　　　　

トキシコゲノミクス（オミクス）
•　有害性バイオマーカー
•　メカニズム解析
•　毒性予測（含む種差予測）

バイオインフォマティクス

　　　　　トキシコゲノミクス（オミクス）
　　・暴露バイオマーカー　　　　　　　
　　　　　

QSAR

バイオレメディエーショ ン
ファイトレメディエーショ ン
　　　　　　　　　　　

予測モデル　　　　　　　　　　
　

分析技術開発

バイオアッセイ　　　　　　　
　　　

　ナノ空間・ナノ表面を利用した

　　　　　　　　　回収・分解・除去技術
　ナノ触媒利用有害物質除去技術

試験法　　　　　

　　　　　　

【新技術】

個体差評価技術 ハイリスク物質評価技術

危機対応連携技術　　　
　　　　　　　　

情報統合知的基盤技術
　　　　　　　　　　　

取り組みつつある課題

規制効果分析技術

ＱＯＬ評価技術

13

胎児・新生児・
小児評価技術　　
　　　　　　　　　

10　　　　　　　　　　　　　　　
9

11　　　　　　　　　　　　　　　

【化学物質一般】

1.環境分子
科学研究

22.複数媒体
汚染毒性試験

4.化学物質リスク研究
(ﾄｷｼｺｹﾞﾉﾐｸｽ)

10.高精度・簡易有害
性評価システム開発

9.化学物質安全性点検の加速化

5.作物中のCd管理技術

11.化学物質総合リ
スク評価管理システ
ムの構築 35.有害化学物質

リスク削減技術

12.超臨界流体利用環境
負荷低減技術開発

16.河川等環境中における化学物質リスクの評価に関する研究

17.地盤環境汚染影響評価

36.土壌、地下水汚染の影響研究

19.内湾域の実態解明と予測手法開発

3.廃棄物・バイオマスの複合処理・再資源化

14.シックハウス対策技術の開発
平成１６年度課題

平成１５年度以前の課題

24.化学物質環境リスクに関する調査研究

8.化学物質のリスク評価及びリスク評価手法の開発

10

12　　　　　　　　　　　　　　　

13.環境ホルモン評
価試験法、開発

20.内分泌攪乱化学物質のリスク評価・
試験法開発及び国際共同研究推進

25～34.戦略的創造
研究推進事業
「内分泌かく乱物質」

21.内分泌攪乱化学物質実態解明推進

1.環境分子
科学研究

2.光触媒分
解除去技術

【ダイオキシン、ＰＯＰｓ、内分泌かく乱化学物質など新しい対応が必要な物質】

6.農林水産生態系における有害化学物質のリスク評価（DXN、残
留性農薬、NP、有機スズ等）

7.農水生態
系での分解
除去技術

18.水環境中での挙動研究

15.微生物群制御による内
分泌かく乱物質の分解

23.内分泌攪乱化学物質
及びダイオキシン類の
リスク評価と管理

11

平成１６年度課題

平成１５年度以前の課題
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